
                                   

  

 

                                                    
 

 

学校における「清掃」について考えてみました 

ある昼休み、私がバケツとごみ取りトングを手にして、運動場周辺のごみを拾っていた時、一人の

男の子が「校長先生、何してるの？」と声をかけてくれました。「風で飛ばされたマスク等、ごみを拾

っています」と答えると、その男の子は、バケツの中を覗き込んだ後「こういうものを拾ったらいい

んだね」と落ちていたプラスチックの袋片を拾い上げ、ごみ拾いを手伝ってくれました。４、５分程

私についてきてくれたので、学年と名前を聞いた後、感謝の言葉とともに「休み時間が無くなるから、

遊んでおいで」と声をかけ男の子と別れました。2 日後のお昼休み、職員室横から子どもたちの遊ぶ

様子を見ていると、また、その男の子が私に話しかけてくれました。 

男児：「校長先生、僕のこと覚えてる？」 

校長：「もちろん、覚えていますよ。この前、ごみ拾いを手伝ってくれた、1 年生の〇〇君です。」 

男児：「僕、また、ごみ拾いしました。」 

そう言って、ポケットから取り出し見せてくれたのは、小さなごみがたくさん入ったビニル袋でした。

男の子の顔と握りしめてくちゃくちゃになったビニル袋を改めて見ると「うれしい」というか「いと

おしい」というか、何とも表現しがたい感情がこみ上げ、思わず目が潤んでしまいました。 

 サッカーワールドカップがカタールで開催されています。テレビ等では、日本選手の活躍とともに、

日本人サポーターによる試合後のゴミ拾いが話題になっています。この行為は、海外から称賛を浴び

る一方で、「清掃をする人の仕事を奪う」といった批判的な意見もあるようですが、日本で活躍する中

東出身の外国人タレントが毅然と反論している様子もSNS で取り上げられていました。 

 さて、「清掃」は学校の教育活動にどのように位置づけられているのでしょうか。文部科学省が策定

している小学校学習指導要領解説「特別活動編」には、次の一文があります。 

つまり、清掃活動等を通して「働くことの意義を理解する」「力を合わせて働いたり学級や学校の生

活の向上に貢献したりする喜びを実感する」「所属する集団や地域の一員として責任や役割を担う」な

ど社会参画意識の醸成につなげることが重要であるとしています。子どもにとって学級は最も身近な

社会ですから学級活動に主体的に参画することは、地域や社会への参画、社会貢献につながります。 

そこで、学校では、友だちと力を合わせて働くことの大切さなどを考えさせながら、自分の仕事に

対して工夫しながら役割を果たそうとする資質や態度を育んでいます。 

具体的には、学級の係活動の活躍などを学期ごとの「あゆみ」で評価し、意欲の向上に努めていま

す。また、2 学期からは、掃除に熱心に取り組んでいる学級を、代表委員会の高学年児童が評価をし

て発表する活動も始めました。こうした日常の積み重ねを通して、子どもたちにキャリア教育の一環

として働くことの大切さや意義を理解させ、公共の精神を養い、望ましい勤労観・職業観、社会性の

育成に努めています。 
 

「子ども見守り情報交換会」に参加してきました 

本会は、仁川地域の子どもの登下校や地域での安全について情報を交換し、見守り活動の充実を図

ることを目的に、仁川まちづくり協議会の主催により開催される会合です。新型コロナウイルス感染

症対応としてしばらく中止されていましたが、11 月21 日に3 年ぶりに開催されました。 

様々な団体（仁川小 PTA、育成会、仁川幼稚園、自治会、青少年補導委員、民生児童委員、放課

後遊ぼう会、ふれあいの会仁川、仁川高丸エイジ—フレンドリー会、生活安全部会）から代表者が参

加され、おおよそ 2 時間にわたって、それぞれの取り組みが報告されました。「これだけ多くの方々

に見守っていただいていることを知らなかった」という失礼を棚に上げ、見守りの厚さを心の底より

頼もしく感じることができるひとときでした。これからもよろしくお願いします。 

〇：挨拶（元気な声、会釈等）をしてくれる子どもが増えた 

△：自転車の乗り方、ポケットに手を入れたままの登下校は危険 

※：イノシシが出る（高丸）、競馬場高丸線の工事に伴う大型車両の通行に注意（仁川台自治会） 

〇：評価されたこと、△：課題となること、※：注意喚起 

（校長 山下 昌裕） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                

※予定ですので、状況に応じて変更する場合があります。 

日 曜 行    事 日 曜 行    事 

１ 木 修学旅行,おさかな講習会(5-2) , SSW 17 土  

２ 金 家庭学習日(6 年),ｺﾐｽｸﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ(2 年) 18 日  

３ 土  19 月  

４ 日  20 火 美スケット,市内一斉防犯活動日 

５ 月  21 水 給食終了,大掃除 

６ 火 
教員地区別研修会(給食終了後下校), 

体育館使用不可(終日) 
22 木 仁川小まつり準備(午後) ,SSW 来校 

７ 水 校区人権市民集会 23 金 終業式,仁川小まつり(午後) 

８ 木 個人懇談,学校運営協議会, SSW 来校 24 土  

９ 金 個人懇談 25 日  

10 土  26 月 冬季休業(～1/9) 

11 日  27 火  

12 月 個人懇談 28 水  

13 火 個人懇談,SC 29 木  

14 水 ALT(3 年) 30 金  

15 木 ｵｰｹｽﾄﾗﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ(体育館使用不可) 31 土  

16 金 校外学習(5 年)    

  

【1 月の主な予定】 

1/10 始業式 

1/11,12 短縮授業(4 校時後下校) 

1/13 給食開始,ｵｰｹｽﾄﾗ音楽鑑賞 

1/17 防災集会 

1/25 クラブ活動 

1/31 新 1 年生入学説明会 

【学校閉鎖期間】 

12/29～1/3 

令和4(2022)年11 月 30 日 

清掃などの当番活動や係活動等の自己の役割を自覚して協働することの意義を理解し、社会の一員と

して役割を果たすために必要となることについて主体的に考えて行動すること。 
  
「第3章 各活動・学校行事の目標及び内容」→「第1節 学級活動」→「2 学級活動の内容」 
→「(3) 一人一人のキャリア形成と自己実現」→「イ 社会参画意識の醸成や働くことの意義の理解」 


